
認定マークガイドライン
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プロジェクト認定マーク基本形①

■マークのみ

■二段組

五島の椿プロジェクト認定マークは、プロジェクト価値を表現する最も大切な要素であり、

シンボルです。すべてのコミュニケーションツールやプロジェクトの接点で常に視覚的に

統合されたイメージで表現され続けていかなければいけません。

認定マークガイドラインでは、正しく認定マークを使用するために必要なルールが定められ

ています。いつでも正しく認定マークが表現されることでのみ、「お客さまや社会との絆」を

確かにつくることができます。どうぞご理解ください。
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プロジェクト認定マーク基本形②

■ヨコ組

■タテ組



■英文二段組

■英文ヨコ組
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プロジェクト認定マーク基本形③
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五島の椿プロジェクト認定マークは、すべての印刷とWEBアプリケーション間で視覚的に

一貫していることが不可欠です。必ず指定された色をお使いください。

■カラー

プロジェクトカラー

〈CMYK〉M100％ Y100％ K10％　〈RGB〉R215 G0  B15  ＃d7000 f　〈PANTONE〉1797

■モノクロ

〈CMYK〉K100％　〈RGB〉R0 G0  B0  #E00000　〈PANTONE〉Process Black C
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五島の椿プロジェクト認定マークは様々なタイプのコミュニケーションツールやブランドの

接点で使用されます。サイズも素材も違うことから、認定マークガイドラインに定められた

マークとカラーの使用が認められています。ここで規定した以外は使用できません。新たに

作ったり、変形したりしないようご注意ください。

プロジェクト認定マークバリエーション
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〈D IC〉619　※特色での使用のみ、CMYKでの使用は不可

プロジェクト認定マークバリエーション（ゴールド）
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プロジェクト認定マーク基本形①（モノクロ・白ヌキ）

■マークのみ ■二段組 ■英文二段組
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プロジェクト認定マーク基本形②（モノクロ・白ヌキ）

■ヨコ組 ■タテ組

■英文ヨコ組み
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プロジェクト認定マークの保護区域と最小使用サイズ

■最小余白スペース

A

A

A

AA

A

A

AA

A

B BB

五島の椿プロジェクト認定マークが、視覚的なインパクトをもって表現されるためには、

周りのテキスト文章やグラフィックデザインに邪魔されることがないよう、認定マークの

周囲に十分な余白スペースを確保する必要があります。スクリーン上または印刷上の読みやす

さを考慮し、最小サイズよりも小さい認定マークの使用を禁止します。

■最小使用サイズ

10mm8mm 20mm

0.6A

0.6A



❶色を変える。 ❷認定マークを回転させる。 ❸斜体をかける。変形させる。

❹色合いを変える。

透かしを入れる。

❺影を入れる。

グラフィック効果を入れる。

❻タイプフェースを変える。

マークを作る。

五島の椿

❼余白スペースに

ビジネスユニットなどを入れる。

❽認定マークの背景に

模様やパターンを入れる。

❾白フチ処理

PROFILE

使用禁止例
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認定マークガイドライン（P5 ~15）を遵守するとともに、五島の椿プロジェクト認定

マークは、認定された商品等のロゴマークの60％以下で使用、出来るだけスペースの

四隅に配置するようにしてください。

認定された商品等のロゴマークとの組み合わせでの使用

A
0.6A
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認定された商品等のロゴマークとの組み合わせでの使用禁止例

■五島の椿プロジェクト認定マークと

　認定された商品等のロゴマークが重なったり、近づきすぎている。

■認定された商品等以外との組み合わせ

■五島の椿プロジェクト認定マークが認定された商品等のロゴマークと同じ大きさ、

　もしくはそれ以上大きく見える。

XYZ

XYZ


